
❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀ 

桜桜桜丘丘丘まままちちちづづづくくくりりりニニニュュューーーススス   ＮＯ14 平成 25年 3月 

―快適に住み続けられるまちづくりー  発行：ＮＰＯ世田谷桜丘まちづくり 
❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀❀ 

 

 昨年９月にＮＰＯ世田谷桜丘まちづくりの事務所（まちづくりサロン）を同じビルですが 2 階に移転し、

多くの方から入口が狭くて判りにくいとか、2階まで階段を上がるのが大変など、色々とご意見を頂き 

ご迷惑をお掛けしました。ようやく昨年末に入口に大きな目立つ看板を設置して、訪れて下さる方々も 

少しずつ増えて来ました。 

今年からは「パソコン教室」を開くなど地域の皆様のご要望に答える工夫をしながら、お役にたつ企画 

を増やしていきたいと考えています。どうかこれまでと同様にご利用下さいますようお願い致します。 

 ～～  桜丘の先生から一言  ～～ 

            笹原小学校校長  苅込 希先生 
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 １．   笹原小学校の指導・教育方針 

 

 2．   力を入れて取り組んでいる課題  

 

 3．   地域と学校の係わり・地域に望む事 

 

 4．   関心を持っていること  趣味等 

 

 

  

      その他なんでも結構です。500字程度でお願いします 

 

  

 

 

 

笹原小学校 今昔物語 

笹原小学校は今年創立５５周年を迎えています。 

本校は、昭和３２年に桜丘小学校の分校として誕生しました。昭和３２年の世相を振り返ると、東

京の人口がロンドンを抜いて世界一になり、五千円札が登場し、コカコーラの日本での販売が始ま

った年とあります。笹原小の創立には、都内の人口の急増という背景がありました。創立当時は１、

２、３年各１学級で全児童数３８７名でした。３年生が一番上の学年だということで、中には心配

する保護者の方もいましたが、３年生が１、２年生の面倒をよく見て、みんながんばったそうです。

上級生が下級生をかわいがり、よく面倒を見る校風は、今でも伝統として受け継がれています。木

造だった小さな校舎が現在ある鉄筋校舎に建て替えられたのは、昭和５１年、創立２０周年のころ

のことです。昭和５１年は、本校の特色のひとつである弱視学級「目の教室」が開級した年でもあ

ります。 

最近では、２年間かけて「読書力の育成」をテーマとする研究に取り組み、昨年の秋には、その成

果を子どもたちの姿で発表することができました。 

 ５５年間に、のべ４５１７名の子どもたちが笹原小で学び、卒業していきました。そして今でも、

多くの卒業生が地域の力として笹原小学校を支えてくださっています。 

笹原小学校は、この４月から区の指定を受けて「地域運営学校」になります。 

地域の皆様には、これからも「笹の子」たちへの温かいご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 
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１．ウォーキングラリー       【10月 21日（日） 13時～17時】 

 13回目を迎えたウォーキンラリー、今回は桜丘小学校を起点に、東京農業大学から農大通りを経て 

鳥山緑道に入り、天祖神社を回って桜丘小学校に戻る 2時間強のコース 

を回りました。親子連れや学校の仲間たち 32チーム・100名が参加し、各 

ポイントで 31の問題を解いて、各自答えの解説を聞きながら自己採点、28問を 

正解したチームを筆頭に、それぞれ成績に応じてお土産の景品を貰って無事に 

終了しました。 景品を提供して頂いた企業や商店街の皆様には大変ありがとうございました。 

また、ラリー中の誘導や交通安全のために手伝っていただいたＰＴＡの皆様にもお礼申し上げます。 

 ２．ハロウィーン          【10月 31日（水）15時～16時 30分】 

 ＮＰＯ世田谷桜丘まちづくりと世田谷区桜丘児童館が共催するハロウィーンの催しが、今年も参商会商店会 

の協力のもとに行われました。思い思いの仮装に工夫を凝らした子供たち３０人が 

          商店街のお店を回って、お店の人たちに挨拶をしながらお菓子などのプレゼントを 

          貰って回る子供たちにとっては本当に楽しい催しの一つになっています。 

 最後に、桜樹広場に集まって各自が一つずつ球根を植えて、来年になって咲く花を楽しみに街の美化に 

 一役買ってくれました。 

 ３．古布・古着の回収        【11月 3日（土・祝） 9時～11時】 

 一年に 2回の古布・古着の回収がいつもの通り桜丘小学校南側道路、笹原小学校東門、宇山神社の 3か所で行な

われました。祝日と重なって当初出足が悪く心配されましたが、終わってみると例年とほぼ変わらぬ量の 8,840 ㎏

が集まりました。中には新品のものもあり、これらはＮＰＯ世田谷桜丘まちづくりのリサイクルコーナーで、有効

に活用させて頂きます。 

 【回収量】・桜丘小学校南側道路 3,870kg ・笹原小学校東門 1,950kg ・宇山神社 3.020kg 

 ４．フルートとピアノ・デュオコンサート 【12月 9日（日） 18時 30分開演】 

 ミラノスカラ座管弦楽団の首席フルート奏者を務めるダビデ・フォルミザーノさんと桜丘コンサートではおなじ

みのピアニスト、フィリップ・モルさんの世界的な演奏家二人によるコンサートが開かれました。昨年のベルリン

フィルトリオに続いて、2年連続で超一流の演奏を桜丘の小さな町で楽しむ事ができるのはまさに幸運と言うべき

ことです。ダビデさんの素晴らしい技巧と魅力あふれる音色に加えてフィリップさんの息のあった伴奏が一層演奏

を盛り上げていました。100 人を超える愛好家が感激して次回のコンサートを期待する声がしきりでした。 

 5．クリスマスコンサート『くるみ割り人形』【 12月 23日（日） 15時開演】 

 昨年も上演して好評を博した「くるみ割り人形」を演出も新たに再上演しました。160人の入場者のうち子ども

たちが 55 人で、クリスマスオペラとして子どもたちからの期待の強さがうかがえました。今年はピアノのほかに

フルートやチェロも加えて、音楽の厚みが増したこともあり、昨年以上に充実したコンサートになりました。来年

の公演を期待する声や、さっそく歌を覚えて口ずさむ子等、出演者も桜丘の聴衆の質の高さに驚いていました。 

   

 

 



 

ＮＰＯ世田谷桜丘まちづくりの会員であり、前々号の「このまちこの人」

に登場いただいた飯沼一元氏が、祖父であり会津飯盛山で自刃した白虎隊

の唯一の生き残りである、飯沼貞吉の数奇な一生を本にしてこのたび出版

されました。折しも昨年末から新春にかけて、会津藩や白虎隊を主題にし

たテレビドラマやドキュメンタリーが数多く放映されました。今年のＮＨ

Ｋの大河ドラマ「八重の桜」もその一つです。この本は単に飯沼貞吉の生

涯を追う歴史書としてだけではなく、会津の精神を背負って生きた祖父の胸中を代弁する親族ならでは

の記述を加えて、物語風に読みやすく書かれています。どうかご一読ください。 

 【著者 飯沼一元氏からの一言】 

☆資料集めや執筆にあたって苦心したこと 

今から 140 年も前の出来ごとを調べるとなると、手掛かりがどこにあるかを発見するだけでも大変で

す。原典を探すに当たっては、「白虎隊の会」の会員（現在約 160 人）の知識がとても役に立ちました。

一人では集めきれない情報が手に入るようになりました。 

史実に基づいた歴史書を主体として、これに当時の情景を物語風に綴ることにし、書き直すこと１２回、

やっと出版に漕ぎ着けました。 

 

☆この本を著すことでの新しい発見や飯沼貞吉氏に対する見方が変わったことなど 

最大の発見は白虎隊士が自刃した理由でした。真相は現場にいた白虎隊士しか知りえないことです。

「落城誤認説」が通説となり、100 年以上が経過しました。しかし、唯一生残った飯沼貞吉が残した手

記によれば、会津がいつの間にか「朝敵、逆賊」にされた理不尽に対して、自刃を以って抗議の意思表

示をし「ならぬことはならぬ」を貫き通したのが自刃の真の理由です。この史料を元に白虎隊の自刃の

真相を世に伝えていくのは、孫の私の責任だと思うようになりました。 

 

☆テレビ番組で会津や白虎隊が盛んに取り上げられている現象について 

原発の風評被害で会津は壊滅的打撃を受けるなか、メディアが会津を取上げていただいていることに

はとても感謝しています。会津の教えは、逆境をバネに献身し社会貢献する人材を輩出しました。大河

ドラマに登場する、山本八重・覚馬、山川家の人々、西郷家の人々（井深八重など）です。一方、史実

と異なる部分も多々あり、実在した人物の尊厳にかかわる部分は、誤解を生まないように願っています。 

 
本の購入を希望される方 
 
【連絡先】 
世田谷桜丘まちづくりまで。著者割引 1500 円（定価 1890 円）でお買い求めいただけます。 

 

【著者紹介】 『白虎隊士飯沼貞吉の回生』 

              飯沼一元著 

 

［中高年・初心者向け パソコン教室開講］これからパソコンを始めてみたい方、特に高齢者の方を

対象にした教室です。少人数での指導を行いますので、判らないことは何でもその場で質問できます。講

師はパソコンの教育を永年会社で手掛けたベテランが受け持ちますので、今まで挫折した方も安心してト

ライして下さい！ 【詳細の問合せ先】０３-３４２７-４１８１（13時～19時） 



 

 

 

 【千歳通りの玉石垣】 

  前号の本シリーズで取り上げた品川用水は昭和 20年代後半には 

 水が流れてなく、既に用水としての役割は終わっていました。ただ 

 水溜りはあちこちにあって、ザリガニ捕りや冬は氷遊びなど子ども 

 たちの格好な遊び場となっていました。その後、東京都のごみ捨て 

 場に利用されて、やがて そのゴミを利用して埋め立てられ、今の 

 千歳通りになりました。玉石垣はかつての品川用水の築堤部分にあった石垣がそのまま残った 

 ものとする説がありますが、この説は誤りで築堤を崩して道路を造成する段階で斜面の部分に 

 玉石垣を築いたことのようです。 

世田谷区の地域風景資産に登録されていて、特に春には道路両側の桜並木と玉石垣の取り合わせが 

素晴らしい景観となり、この時期には多くの人出で賑わいます。 

この地域には千歳通り沿いだけでなく、笹原小学校正門付近等あちこちに玉石垣の塀が築かれて 

特色ある風景を作り出しています。もともと多摩川から石を運んできて、独特の技術で積み上げた 

歴史的な構築物として伝承されてきた伝統を受け継いだもので、その意味では大いなる歴史遺産と 

いうことができます。一度、千歳通りを歩くついでにじっくりと玉石垣の石積みの妙を観察して 

みて下さい。 

 

 発行：ＮＰＯ世田谷桜丘まちづくり ℡ 03-3427-4181 http://npo-skr.sakura.ne.jp/ 

桜丘の歴史と風物シリーズ(第５回) 

 

【NPO 桜丘今後の予定】 

 ・ 3 月 31 日（日） 『桜まつり』       

 ・ 4 月 27 日（土） 『大津純子さんバイオリンコンサート』    

・ 5 月 11 日（土） 『古布・古着の回収』   

・ 10 月 20 日（日） 『ウオーキングラリー』  

・ 11 月  9 日（土） 『古布・古着の回収』 

・ 12 月 22 日（日） 『まちづくり音楽祭・クリスマスオペラ』 

 NPO世田谷桜丘まちづくりを支援していただいている賛助会員の皆様(敬称略) 

   私達の活動やイベントなどにご協力いただいています 

 ☆ 世田谷信用金庫船橋支店     ☆ 水道機工㈱  ☆ ㈱ライステック    

 ☆ ミサワホーム東京㈱ 世田谷支店 ☆ 保田医院   ☆ 伊藤内科胃腸科 

 ☆ 東京土建組合けやき分会     ☆ VIC進学院  ☆ 美容室ビューロード 

 

 


